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はじめに 

６年生はいよいよ卒業です。まだまだ寒いですが、日の出が早くなってくるのが分かります。 

また春が来たら、また新しい１年間。１４９年目に向かって、学校は一歩ずつ前に進んでいきます。 

皆様におかれましては、日頃より、本校の学校教育活動に対し、ご理解、ご協力をいただき、誠にあ

りがとうございます。皆さんは最高のサポーターです。本当に感謝しています。 

  今年度の「学校アンケート」にも、お忙しい中、ご回答をいただき、本当にありがとうございます。 

コメントも多数の方からいただきました。（１年３２人 ２年３１人 ３年３３人 ４年２７人 

 ５年３８人 ６年１９人 計１８０人） どのご意見も真摯に受け止め、教育に活かしていきます。 

子どもたちの日常をひっくり返したコロナウイルスも３年目。しかし、今年は６年生の臨海学習、夏 

休みのプール、各学年の遠足、豊一カーニバルなどの復興が、みんなの頑張りでできました。 

また、本校としては、大阪府教育庁の「確かな学びをはぐくむ学校づくり推進校」としての公開授業

研究会を無事、開催できたことは、子どもたち、教職員ともに大きな自信となりました。  

校長として、毎日、学校の中、校区をウロウロしているんですが、いつも子どもの笑顔を見て、先生

たちの元気な声を聞いて、お見送りやお迎えの保護者の皆さんの姿を見て、「死ぬ気でがんばらなアカ

ンわい！」と気合いを入れる日々です。まだまだ出来てないこともありますが、本校の子どもたち、先

生たちを、どうぞきびしく、そしてあたたかく見守っていてください。 

 

１ 児童・保護者のアンケート集計より 

【児童の回答】 １８項目中 １３項目で昨年度よりも数値は上がりました。 

  「学校から帰って 友だちと仲よく遊ぶ」８６％⇒９０％。やっと外に出られる様になったんですね。 

 ・「先生はいじめのないクラスづくりをしてくれている」７６％⇒９４％ 学校への最高の評価です。 

 ・逆に数値が下がったのは、「自分には 夢がある」８３％⇒８２％。 

「授業で自分の意見や考えを発表している」７２％⇒６９％ あきらめたら そこで試合終了ですよ。 

 ・一番心配な数値は「困った時に 先生に言える」８４％⇒７８％ 何が原因なのか？しっかり検証し 

たいと思います。 先生が忙しすぎる？ 先生がこわい？ 本音を聞かせてね。 



【保護者の回答】 ２７項目中 ほとんどが向上していますが、児童と同じく「困った時に 先生に言え

る」９２％⇒７８％ 大幅ダウンです。話してもらえやすい雰囲気づくりを！ 

 ・大きく伸びたのは、「先生はいじめのないクラスづくりをしてくれる」７８％⇒９５％ 

 ・学校への１９～２７の多くの項目への評価は９７％以上。大きな信頼と期待を感じます。 

校長として、その気持ちを絶対に裏切らない学校経営を、今後も構築していく所存です。 

【校舎古い、トイレ洋式になってない問題】 

・古い校舎やいつまでもダサいトイレの件です。吹田市の全学校に２系統ずつトイレ改修工事を終えま 

した。それで、どの学校にも平等？ うちや千里第三、千里第二、東山田、などの大規模校は１００

０人以上の児童ひとり一人に平等でしょうか？！ 追加工事を計画してほしい。と市教委に要請して

います。南校舎にも最新のトイレを設置してもらえるように努力します。 

 ・「うちの学校は古いでしょ。だから仕方がないんです。」 そうお考えの方が多いです。本当ですか？ 

法隆寺が、東大寺が全部、古くて汚いお寺ですか？ どこも朝の早くから、お坊さんが裸足で雑巾が

けをされています。廊下も摩耗して角が無くなっています。 

  本校もいっしょです。卒業生１万人以上の子どもたちを支え、守り、育てた校舎です。 

【子どもたち 夢がない 問題】 

 ・「夢がない」 う～ん、原因はすべて今の大人のせいです。「ウイルスへの恐怖」「さまざまな将来への

不安」「世界の平和が崩れていく毎日のニュース」「地震で４万人もの方がお亡くなりになる」 

  でも、毎回おなじことを言いますが、戦国時代、幕末、スペイン風邪流行後、世界大戦、阪神淡路大

震災、東日本大震災のあとも、泣いて泣いて、もがいて。それでも、人間はまた、前を向いて歩きだ

すんです。耐えられない地獄からでも、立ち上がってきたのが人間の歴史なんです。 

ある少女は、津波で家族を全部失って、「なんで？なんで私だけ生き残ったの？」「こんな思いするん

なら、私も津波で死んでしまいたかった！」と叫ぶ日々でした。家も流されて、仮設暮らし。仮設の

学校にひとり通う日々。 ところが、彼女は、今では看護師として、地域の産婦人科病院で頑張って

ます。 その間の葛藤や、必死の努力はあったと思いますが、新しい生命の誕生を手伝うこと仕事を

選びました。生き残った人間のするべきことは、「なくなった命を次に運ぶ」仕事ですから。 

  少年よ！少女よ！ 夢を持て、夢が叶うまであきらめんな！ 

【困った時に先生に言えない問題】 

 ・２２％の児童が先生に困ってても言えない！？ つまり本校の１０３４人のうち、２２７人の子ども

が、困ってても、いじめられても先生に言えない？としたら、これは大問題です！ 

しかし「家の人に言える」８８％ 「友だちに言える」８５％ それで少し安心しました。 

いじめられていてガマンなんか絶対にする必要ありません。また、誰かがいじめられてるのに気づい 



た友だちは、まっしぐらに先生でも、保健室の先生でも、さくらルームの先生でも、校長室の先生で

もいいから、言いに来てください！ それが現在のヒーロー、ヒロインですから。 

【授業で自分の意見や考えを発表できない問題】 

 ・本校の学校が校内研究、研修でめざすのは、こういう児童の救済、支援、バックアップです。 

  昨年度までの３年間は「国語科」でした。自分の考え、思いを言えば、間違いなんかありませんから。 

  ところが、今年度からは教科としては算数科の授業研究をしています。そうすると計算、図形、割合 

  すべての算数の問題の答えはひとつ！ 世間ではそれを「正解」と思ってしまいます。 

まさに日本の学校教育の大問題に、うちの子どもたちも直面しているということです。 

今、最新の教育メソッドを推進する国では「先生が教える」「先生がクラスに講義する形での授業」 

これらはもう既にやっていません。 つまり「先生が教えない授業」が実践されているんです。 

明治時代からの日本型の授業を根幹から変える時期が来ています。うちの先生たちなら出来ます！ 

 

２ 保護者の皆さんからいただいたご意見に 

 ・「豊一小はいい学校だと思います」「楽しく学校に通ってます」 この一言で、がんばれます！ 

・「先生は熱心。ていねいに対応。子どもに寄り添ってくれる」「先生は話をしっかり聞いてくれる」「声 

かけてくれる」「いじめの対応をちゃんとしてくれる」「悩んだり、不安だった子といっしょに考えて 

くれた」 素晴らしい。細やかな心で児童に接している先生たち。うちの誇りです！ 

・「先生が怒鳴る！」「きつく言われてプレッシャー」「授業ちゃんと出来てない？」「子どもの SOS 

を受け止めて！」「トラブルの解決遅い。報告がない。」「先生の不公平、えこひいきなどで子ども 

たちが嫌な思いをしている」等。これらの教師へのコメントはしっかり受け止めて、個別に直接 

伝えて、適切に指導していきます。皆さんからのコメントはちゃんと伝えていますから。 

また、うちの先生たちは体罰とかは皆無です。 たまに怒鳴る！？ 先生も人間だから？ 校長だっ 

て６年生に怒鳴るよ。それはもう叱ってあげる時間がないからね。 今後も行き過ぎた指導があれば、

直接校長までお伝えください。 先生方の指導、育成、コーチングはすべて責任者の校長の仕事です。 

【警備員さん問題】 

 ・あまり多くは語りませんが。昨年４月赴任してから、２人の警備員さん、1人の夜間警備員さんにも 

辞めていただきました。現在はすごく人柄のいい方に来ていただいています。しかし、屈強なガード 

マンは来ません。それは入札制度で安い業者に任せる。給料が減るとお年寄しか雇えない。警備会社 

も学校勤務に向いている方を送り込んでくれていますが。これが現状です。 

【不審者対応・メール情報発信 問題】 

 ・分かりやすい２例で ①広芝町でおじいさんが包丁で向かいの店主を脅す事件 ②豊中市小曽根でマ 



  ンション 放火殺人未遂事件 でご説明します。 

① 昨年２月８日の事件。広芝町で大事件発生です。でも、過去の例でポケットから出した銀色のスマ

ホの見間違い等もよくあるので、校長自ら自転車で現場に急行しました。すると物々しい警察車両

と４０人規模の警察官投入。これは大変！不審者がまだ付近に存在する。 すぐに教頭先生に電話

をし、「至急、地区班下校で。広芝町〇〇付近を迂回する編成を！」すぐに準備をしました。 

昼休みに全職員を集合、このあとの下校の段取りを説明していた、まさにその最中に「犯人逮捕」

の知らせが入りました。事なきを得て、無事下校。最悪の場合は保護者引き取りでした。 

② １１月３０日、豊中市の事件。これも凶悪事件です。マンションに親戚のおじさんがやってきて刃

物で刺されて放火される。初報では。これもネット情報がまだ出てないので、自転車で現場へ。分

かった事は、事件があったマンションだけ規制。近所のおばあちゃんとか普通に路地を歩いてる。

またまた巡査さんに「容疑者はまだ近所にいますか？」と聞くと、「捜査の状況は教えられません

が、誰でも無差別に襲う可能性は今のところない。」と大事な情報を得ました。学年一斉下校。 

現在の警察の容疑者捜査では「街、マンション、駐車場の防犯カメラ映像」で容疑者を絞って、行

方を追跡します。「安まちメール」などの情報は整理、確認し、地区班集団下校・学年一斉下校、学

校で保護者引き取り等、適切な対応をします。配信メールは本当に必要な情報を発信します。 

【最後に校長からの重要なお願い】 

 ・個別の先生が特定してしまう案件については、校長の責任でコメントは記載しませんでした。事実関 

係がはっきり確認できない部分もあるからです。しかし、すべて改善するようにしていきます。 

・重要なお話です。各家庭で子どもたちとお話していただきたい大事な事があります。うちの校区には

様々な国の、様々な方がお住まいです。現代はダイバーシティが当たり前です。 

保護者のコメントで内容に特定の国名が出ているものは残念ながら記載できませんでした。 

見た目、国籍、名前などで特別視すること、悪口、陰口を言うことはすべて差別です。重大な人権問 

題です。本校の児童にも多様な子どもが在籍し、すべての子がうちの学校の大事な児童たちです。 

何かの偶然で、今日はウクライナ侵攻からちょうど 1年になります。戦争での犠牲者がこれ以上増え 

ませんように。戦争が拡大したりしませんように、絶対に、我々大人がくい止めましょう。 

このあとの世界が武力ではなく、対話による平和を築きますように！ 心から願ってやみません。 

 


